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1．まえがき

　　海上ボーリングの実施における最初の重要な課題は、海象条件と適応性、船舶手配、安

　全性および経済性等を勘案した足場櫓の選定にある。その点で、常々、転倒等の事故の心

　配がなく、また大水深海域にも適用できる足場櫓はできないものかという願望があった。

　　我々が一昨年開発したスパーブイ型のボーリング足場櫓は、浮力を利用している点が最

　大の特長であり、ブイボーリング（Buoy－Boring）ヤグラ、これを略してBBヤグラと称

　している。BBヤグラの概要やその基本的な構造・性能等については、昨年の「技術

　フォーラム’90」において発表したとおりである。

　　その後、さらに現場作業の機能向上のための改良を加え、新たなヤグラも製作し稼動し

　ており、現在は官公庁および民間等で使用実績が増えつつある。本報告では、BBヤグラ

　の改良点、櫓の準備工・仮設工の一般的な方法、ならびに実例による鋼製櫓との比較結果

　についてまとめて報告する。

2．改　良　点

　　BBヤグラの基本的な構造上の変更はないが、使い勝手等の機能向上を図るため2、3

　の改良を行った。

　2．1　シンカー（図一1）

　・分割型とし、陸送を容易にした。

れる構造とし、傾斜地盤での適

応性を高めた（図一2）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上部架台

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下部架台・重　量

上部架台………9ton　　　　　　　（a）一体型（従来）　　　　（b）分割型（改良）

下部架台………7ton　　　　　　　　　　　　図一1　シンカー鳥瞼図
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　　コソクリートブロック　11ton

　　×4ケ

2．2　乗り降り足場および昇降ハ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　シゴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブイ、

　　　通船からBBヤグラへの乗り　　　　　　　　　　　張力　　　　％ク

　　降りがしやすいように、足場と　　　　　　　　　　　戸

　　ハシゴを大型化した。また、上

　　部ステージと下部ステージを昇

　　降するハシゴを階段状とし、上

　　り下りを安楽にした。　　　　　　　　図一2海底傾斜地盤への対応例

3．準備工・仮設工の一般的方法

　　ボーリソグ足場櫓の運搬・組立・曳航・設置・移設・撤去・解体という一連の準備工・

　仮設工の段取りを行うには、現地の状況を十分把握する必要がある。つまり、その地域が

　陸続きか否か、組立場所は確保できるか、所要の組立用重機・起重機船・曳船等はどの程

　度の能力のものが調査場所近辺で調達できるか、また海上保安関係すなわち航路か工事区

　域か漁場かなどによる様々な制約、さらには実作業上終始影響を受ける海象状況、その他

　諸々の状況を勘案し、適切な準備・仮設の方法を決定していかなければならない。これら

　の状況の多様性に対してBBヤグラは適応性が高く、状況に応じた段取りができる。

　　以下に、具体的な事例に基づいてBBヤグラの準備工・仮設工の方法について説明する。

　3．1　運　　　搬

　　陸送、回航とも、調査場所の　表一1　足場櫓の運搬に要する車両・船舶・台船の一例

　状況に応じて対応できる。

　　すなわち、陸送の場合はバラ

積みにして、回航する場合は組

　立・解体の手間や台船の有無に

　よって組立てたままでも運搬で

　きる。

　　表一1には、運搬に必要な車

　輌・船舶について、鋼製櫓と比

　較してしめす。

3．2　組立・解体

　BBヤグラの組立は次の各段階

　からなり、解体はこの逆順序に

水深　28　mm 水深　40　mm
　　足場櫓

^搬方法
BBヤグラ
v＝90ton

鋼製橋
@W＝60ton

BBヤグラ
v＝100ton

鋼製槍
@W＝120too

陸送
pラ栢み

11tトラ，，7台

Q0t｝レ十3台
Utトラ7ク6台

11t｝ラ，ク8台

Q肌トレーテ3台 不可能

侃物船

pラ厭み
可　　能 可　　能 可　　能 不可能

台船
pラ栢み

150U←ヲ

Q』X9●

100い←ジ

P8■X7■

1SOし斤ヲ

Q1恒X9ロ
不可能

台船
g立航み

600t斤ヲ
R5■X14口

1000tトヲ

S2ロX16■

1500t酋一ヲ

S88x　17ロ

6000い←ラ

W0ロX30ロ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ボーリング機械　　ロット，ケーシング等

　　接続　　　　　　　　　　　　　図一3　ステージの組立、ボーリング資機材積載

　③シンカー架台の組立

　④係留装置の組立

　⑤係留装置とブイ本体との接続

　⑥シンカーにコンクリートブロ

　　ックの組込み　　　　　　　　　　　図一4　センターパルプ・フロートの組立

　⑦係留装置とシンカーとの接続

　⑧ステージとブイ本体との接続

　　①～⑤は陸上または台船上で

　　の作業、⑧は櫓を海上で設置　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃係留リング

　　した後の作業である（図一3

　　～図一6）。

　　⑥と⑦の作業は、現場の諸条

　　件により、組立場所を海上、　　　図一5　シンカー　　　図一6　係留装置

　　台船上、陸上から選択する　　　　　　　　架台の組立　　　　　　の組立

　　　（図一7、図一8）。　　　　　　　　～　　　⇒　ブイ本体を浮かせて曳航

3．3　曳航・設置・撤去　　　　　　　　台船上戸　台船に積載して曳航

　　曳航方法は前記の⑥と⑦の組　　　　陸　上　⇒　ブイ本体を吊上げて

　立場所が、海上、台船上、陸上

　になるのに対応して、右のよう

　になる。　　　　　　　　　　　　　（a）陸上

（1）ブイ本体を浮かせて曳航する

　方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。・一

　①組立岸壁前面に海底に降ろし

　　たシンか架台に・半数のコ（b）海上　ll
　　ンクリートプロヅクを組込む

　　（図一8（a））。

　②海上にブイ本体を吊下げて、

　　海面上にシソカーを吊った状

　　態でダンパーが係留装置を接　　図一7　係留装置とブイ本体、シンカーの接点
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　　続する（図一7（b））。　　　　（a）岸壁前面　　　　（b）設置地点

　③シソカーを水中吊りしながら、

　　ブイ本体は浮かせた状態で曳

　　航する。

　　その場合には警戒船を配備す

　　る（図一10）。

　④設置地点で海底にシンカーを

　　着地させた後、残りのコンク

　　リートプロヅクを、ダイバー

　　の誘導により組込む（図一8

　　（b））。

　⑤ステージを接続し、設置完了

　　する。　　　　　　　　　　図一8　シンカーにコンクリートプロックの組込み

（2）台船に積載して曳航する方法

　①陸上で組みあがった、ブイ本

　　体＋係留装置＋シンカー（図

　　一7（a））を共吊りして台船に

　　積載して、ラッシングする

　　（図一9）。

　②組立場所が陸上にない場合は、

　　部材を台船にのせ、台船上で

　　組立てる。

　③台船を調査地点まで曳航する

　　（図一11）。　　　　　　　　　　　　　図一9　陸上（台船上から海上への吊出し

　④設置地点

　　において、

　　台船上か

　　ら共吊り

　　して海上　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　警戒船

陸

o

海
ζ ）

’

］ 『

⑤シンカー

　を海底に　　　　　　　　　　　図一11台船に積載して曳航

へ吊り出　　　　　　　　　図一10ブイ本体を浮かせて曳航

す（図一

9）。
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　　　吊降ろし、ブイ本体は海中に

　　　引き込まれ直立する。

　　　シンカーからのワイヤーは乗

　　　　り降り足場に取り付ける（図

　　　一12）。

　　⑥（1）⑤と同じ。

　（3）ブイ本体を吊上げて曳航する方　　　　　　　　　　　　　　↓

　　法

　　①起重機船の主巻フヅクでシン

　　　カーを吊り、補助巻フックで

　　　ブイ本体を吊って曳航する

　　　　（図一13）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　図一12　設置状況

　　②設置地点では、ブイ本体を吊

　　　り下げて海上に浮かせ、玉掛

　　　ワイヤーを外す。

　　③（2）⑤、および（1）⑤とi司じ。

4・実例による鋼纏との比較

　　BBヤグラと鋼製櫓の準備

　工・仮設工に関わる実績比較　　　　　　　　．

　を、水深28mおよび水深40m

の海域での実施例をもとに表

　一2にまとめた。

・

図一13　ブイん本体を吊り上げて曳航
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表一2　足場櫓の組立・解体・曳航・設置・撤去・移設に要する人・重機・船舶等

水深　28m　海域での実施比較 水深　40m　海域での実施比較
足場櫓

BBヤグラ 鋼　製　櫓 BBヤグラ 鋼　製　槍

構成部材

l　　元

把鼠賦＝90ton
E高さ　＝38m
齦ﾓ広さ＝6m正方形

総重量＝60ton
E高さ　＝32m
齦ﾓ広さ＝14m正方形

総重皿＝100ton
E高さ　＝　50m
齦ﾓ広さ＝8m十字形

絶鼠＝120t。n
E高さ　＝47m
齦ﾓ広さ＝24m八角形

組　　立

鯛査技師　　人／日調査助手　　人／日菅通作業貝　　人／日潜水士　　　人・日潜水船　　　隻・日45tルーン車　　台／日

?ﾆ日数　　日

鯛査技師　　人／日田査助手　　人／日

£ﾊ作業貝　人／日特殊作業貝　人／日

S5tクレン班　　台／日5肌ルウ船　　隻・日

?ﾆ日数　　日

田査技師　　人／日

竢寰閨@　人／日
£ﾊ作業貝　　人／日

S5tルーン班　・台／日80tルーン船　　隻・日

?ﾆ日敵　　日

田査技師　　人／日
ﾚ助手　　人／日

ﾁ殊作業貝　人／日

W0tルーン船　　隻・日

?ﾆ日数　　　日

解　　体
人区等は組立と同じ

?ﾆ日数　　日

人区等は組立と同じ

?ﾆ日数　　日

人区等は組立と同じ

?ﾄ日数　　日

人区等は組立と同じ

?ﾆ日致　　日

曳　　航

ﾝ　　置

胴査技師　　人／日田査助手　　人／日着通作業貝　人／日特殊作案貝　人／日

g船　　　　隻・日揚鋲船　　　隻・日150t起重機船隻・日50tルーン船　隻・日

?ﾄ日致　　日

煩劃支師　　人／n田査助手　　人／日普通作藁員　人／日特殊作業貝　人／日

g船　　　　隻・日
g鋲船　　　隻・日250t起画槻船隻・日50tクいン船　隻・日

?ﾆ日数　　日

田査肢師　　人／n田査助手　　人／日昔通作藁貝　人／日特殊作雰唄　　人／日

g船　　　　隻・日
g鋲船　　　隻・日160t起重機船隻・日50tクレン船　隻・日

?ﾆ日数　　日

移　　設

人区等は設置と同じ

W0tクレン船　隻・日

?ﾆ日数　　日

人区等は設置と同じ

P50t起屈機船隻・日

?ﾆ日数　　日

人区等は設置と同じ

P50t起重機船隻・日

?ﾆ日数　　日

人区等は段置と同じ

R0肌起厘機船隻・日

?ﾆ日致　　日

撤　　去

人区等は設置と同じ

U00t台船　　隻・日80tクレン船　隻・日

?ﾆ日数　　日

人区等は般置と同じ

P50t起重機船隻・日50tルーン船　隻・日

?ﾄ日数“　日

人区等は殴置と同じ

Q50t起踵蜘隻・日5肌クレン船　隻・日

?ﾆ日数　　日

人区等は設置と同じ

V00t起重機船隻・日
T0tクレン船　隻・日

?ﾆ日数　　日

5．あとがき

　　現在、全国各方面からBBヤグラに関する問い合わせが来ており、大水深海域や航路な

　ど「従来の足場櫓では海上ボーリングの実施が困難」とされていた多くの海域での実施が

　可能となるのではないかと考える。今後、多くの現場を経験することにより実績を重ねる

　とともに、仮設やボーリング作業をより安全かつ容易におこなるよう、BBヤグラの機能

　向上のための改良に努め、われわれ地質調査技術者が海上ボーリングに携わる際に背負っ

　てきた様々なリスクを少しずつでも取り除いていきたいと考えている。
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